
音更町総合計画審議会会議結果（要旨） 

 
会 議 名

 

令和７年度第２回音更町総合計画審議会

 
開 催 日 時

 

令和７年５月２７日（火）午後６時３０分から８時００分まで

 
開 催 場 所

 

音更町役場３階　特別会議室

 
委 員 

出 席 者

大平会長、木野村会長職務代理者、阿部委員、内形委員、作田委員、島田委員、 

清水委員、菅原委員、谷口委員、中村委員、波多野委員、林委員、美馬委員、 

村瀬委員、森田委員 

【計１５名】

 
 

 

町　　　側 

出 席 者

吉田総務部長、井原町民生活部長、深谷保健福祉部長、重堂経済部長、月居商工観光

担当部長、赤崎議会事務局長、髙瀬建設部長、髙橋学校教育部長、山本生涯学習部

長、佐藤総務部法制担当次長、山田総務部情報政策担当次長、山本町民生活部木野支

所長、工藤総務課長、新名町民課長、背戸田福祉課長、木谷農政課長、和田都市整備

課長、水戸教育総務課長、原田生涯学習課長、岡本とかち広域消防事務組合音更消防

署長、西岡まちづくり推進課長、齋藤まちづくり推進課土地利用担当課長、津村秘書

広報課長、大田財政課長、林危機対策課長、平賀環境生活課長、藤原健康推進課長、

三橋健康推進課保健担当課長、赤渕商工観光課長、中村農地整備課長、野中道路河川

課長、樋田住宅課長、三橋農業委員会事務局長　大森生涯学習課地学連携担当課長、

櫻井文化センター館長、加藤図書館長、戸田スポーツ課長、渡辺とかち広域消防事務

組合音更消防署副署長 

【計４１名】 

≪事務局≫ 

大井企画財政部長、川村企画課長、田副企画調整係長、高木企画調整係主事、塩越企

画調整係主事、石川企画調整係主事　【計６名】 

≪委託事業者≫ 

株式会社北海道二十一世紀総合研究所　小俣研究員　【計１名】

  

 

 

議 題 内 容

１　開会 

２　会長あいさつ 

３　議件 

（１）分野別基本計画調書（第２章・第３章）について 

４　その他 

（１）今後のスケジュールについて 

５　閉会

 
会 議 資 料

○令和７年度第２回音更町総合計画審議会議案 

○第６期音更町総合計画基本計画見直しシート（第２章・第３章分） 

○令和７年度第１回音更町総合計画審議会での意見対応調書

  

 

 

 

会 議 結 果

３　議件 

（１）分野別基本計画調書（第２章・第３章）について 

資料「第６期音更町総合計画基本計画見直しシート（第２章・第３章分）」に基

づき、事務局から説明を行い、次のとおり意見等が出された。 

 

４　その他 

（１）今後のスケジュールについて 

議案２ページの記載内容に基づき、事務局から説明を行った。 

なお、次回の会議を令和７年６月１６日（月）に開催することが決定した。　　　　



 
 

 

 

 

 

出された 

主な意見等

４　議件 

（１）分野別基本計画調書（第２章・第３章）について 

 

○　空き家対策事業の利用件数のＫＰＩが増加となっているが、土地や建物の取引

が民間で活発になされていれば、空き家や空き地は少なくなる。空き家や空き地

が増えるということは、地域が衰退しているともいえるので、本来であればＫＰ

Ｉは事業の利用件数を少なくなるように設定した方がよいのではないか。 

 

○　膨大な資料の中から的確な質問・意見を出すのが難しいため、委員に諮りたい

内容については要点を絞って提案していただきたい。 

 

○　紙媒体での資料提供は膨大な量になり、字も小さくて見づらいため、審議会前

に目を通しておけるよう電子媒体での資料提供をお願いしたい。例えば、委員の

人数分のタブレットやＰＣを用意いただくことはできないか。 

 

○　各章の分野別基本計画調書（見直しシート）の前に章ごとの目次があると気に

なった内容をチェックしやすい。 

 

○　調書にカタカナ語や専門用語など、一般的ではない表現があった場合、説明書

きの注釈があるとわかりやすい。 

 

○　音更町の文化財について若年層に存在が知られていないため、継承を進めてい

く上では、もっと積極的に周知を進めていく必要があるのではないか。 

 

○　子育てサロンに来ている町外のママさんからも今年９月からの第２子保育料無

償化について、音更町に住みたいと評価をいただいた。 

 

○　各ボランティアグループで活動するときに「とにかく音更は元気がある」と褒

められることが多く、音更は素晴らしいと感じている。 

 

○　今、学校や教育の中でも必ずエビデンスに基づいた数値や取組がすごく重要視

されており、今回の見直し内容もエビデンスに基づいた数値、また、それに基づ

く改善や考察が記載され、説明も分かりやすかった。 

 

○　音更町のスクールバスはすごく利用しやすいと感じるが、乗車時間や子どもの

体力的な負担、運転手不足などもクローズアップされていると思う。子どもたち

の教育の学びを充実させていくためには、そういった部分を町として色々考えて

いただきたい。 

 

○　音更町は元気があり、みんなが住みたい町というところでうなずけると思う。

教育などとても頑張っていただいていると認識している。


